
建設廃棄物の現状
１．産業廃棄物の排出量及び最終処分量（平成30年度）

国土交通省「平成30年度建設副産物実態調査結果
（確定値）」
環境省「令和２年度事業産業廃棄物排出・処理状況
調査報告書平成30年度実績」

【出典】
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３．建設廃棄物の再資源化等率の推移

【出典】 国土交通省「平成30年度建設副産物実態調査結果（確定値）」
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赤破線は建設リサイクル法基本方針に定
める目標95%（平成22年度目標）

再資源化率 縮減率

※排出率＝建設廃棄物総搬出量／建設混合廃棄物搬出量

 投棄量 合計76,288t
（令和元年度）

 投棄件数 合計151件
（令和元年度）

２．不法投棄の内訳（令和元年年度）

環境省「産業廃棄物の不法投棄等の状況（令和元年度）について 」【出典】
量及び割合については、四捨五入で計算して標記していることから合計値が合わない場合がある。※

 建設系廃棄物
123件
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36,260t
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 建設系廃棄物
40,029t
(52.5%)

 がれき類
49件

 建設混合廃棄物
49件

 木くず（建設系）
21件

 廃プラスチック類（建設系）3件
 汚泥（建設系） 1件
 ガラス・陶磁器くず 6件

 廃プラスチック類（その他）4件
 木くず（その他）4件

 汚泥（その他）4件  その他 2件
 繊維くず 2件
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